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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
  次の成分（Ａ）～（Ｃ）；
（Ａ）２５℃における粘度が１０万ｍＰａ・ｓ以上のジメチコノール
（Ｂ）Ｎ－アシルリジン
（Ｃ）トリメチルシロキシケイ酸、ポリメチルシルセスキオキサン、アクリル－シリコー
ングラフト共重合体、長鎖アルキル変性アクリル－シリコーングラフト共重合体及びポリ
ビニルピロリドン変性メチルポリシロキサンからなる群から選択される有機シリコーン樹
脂
を配合したことを特徴とする油性睫用化粧料。
【請求項２】
  前記成分（Ａ）の配合量が０．１～５質量％、前記成分（Ｂ）の配合量が０．１～５質
量％及び前記成分（Ｃ）の配合量が１０～２５質量％であることを特徴とする請求項１に
記載の油性睫用化粧料。
【請求項３】
  前記成分（Ｃ）と化粧料中の全油溶性樹脂成分との配合質量比（Ｃ）／（全油溶性樹脂
成分）が０．５～１であることを特徴とする請求項１又は２に記載の油性睫用化粧料。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】



(2) JP 5947065 B2 2016.7.6

10

20

30

40

50

　本発明は、油性睫用化粧料に関し、更に詳しくは、高粘度のジメチコノールとＮ－アシ
ルリジンと被膜形成性の有機シリコーン樹脂とを配合することにより、滑らかな伸び広が
りを有し、ボリューム効果に優れ、均一な膜によるツヤ感があり、化粧持ちにも優れる油
性睫用化粧料に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　マスカラなどの睫用化粧料は、睫を長くみせる（ロング効果）、睫を太くみせる（ボリ
ューム効果）、睫をカールして長時間キープする（カールキープ効果）などの効果を有す
る化粧料であるが、これら従来の効果に加えて、滑らかに伸びて塗布しやすい等の使用性
や、キレイな膜でツヤ感がある等の仕上がり品質も求められるようになってきている。
【０００３】
　睫用化粧料では、使用感や機能によって様々な剤型（水中油型、油中水型、油性タイプ
、水性タイプなど）が存在するが、中でも油性タイプは、化粧持ち効果が高いために好ま
れており、油性睫用化粧料においても、使用性や化粧持ち効果を向上しつつ、ボリューム
効果やツヤ感等を演出するために、様々な検討がなされてきた。例えば、金平糖形状のシ
リコーン系樹脂粉末と揮発性油分、油性ゲル化剤を配合することにより、睫にボリューム
感を与え、基材の透明感が高く本来の色合いを損なわない技術（特許文献１参照）や、顔
料とキャンデリラレジン、デキストリン脂肪酸エステル、特定の１，２－アルカンジオー
ルを組み合わせて、睫のカール保持力及びボリューム効果を高める技術（特許文献２参照
）、更に、特定のロジンエステル化合物と油溶性樹脂、揮発性油剤を配合し、均一で美し
い化粧膜を得る技術（特許文献３参照）も検討されている。
【０００４】
　一方、有機シリコーン樹脂は、被膜の硬さをコントロールしやすく、べたつきも少ない
ため、睫用化粧料では良く用いられているが、その付着性の低さが難点であり、ボリュー
ム効果を出すのが難しかった。そこで、オルガノシロキサン樹脂と流体ジオルガノポリシ
ロキサンポリマー、揮発性キャリヤーを組み合わせて、色移りせず化粧持ちを高める技術
（特許文献４参照）等が検討されてきた。
【０００５】
【特許文献１】特開２００９－１４９５２５号公報
【特許文献２】特開２００８－６３２５９号公報
【特許文献３】特開２００９－１１４０９９号公報
【特許文献４】特表２０００－５０１０７４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、特許文献１～３の技術は、ボリューム効果には優れるものの、滑らかな
伸び広がりといった使用性に欠ける場合があり、膜の均一性に劣るためツヤ感も満足いく
ものではなかった。また、特許文献４の技術では、ジオルガノポリシロキサンポリマーの
粘度や構造によっては、べたつきが高く使用性が悪くなり、睫への付着性が弱く、ボリュ
ーム効果の演出は困難であった。
　したがって、ベタつかず軽い使用性でありながら、ボリューム効果に優れ、均一な化粧
膜でツヤ感があり、化粧持ちにも優れた睫用化粧料が望まれていた。本発明は、このよう
な油性睫用化粧料の提供を、その課題とするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明者等は、上記課題を解決するために鋭意研究を重ねた結果、油性睫用化粧料にお
いて、２５℃における粘度が１０万ｍＰａ・ｓ以上のジメチコノールとＮ－アシルリジン
と被膜形成性の有機シリコーン樹脂とを配合することにより、上記問題点が解決すること
を見出し、本発明を完成するに至った。
【０００８】
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　すなわち、本発明は、
（１）次の成分（Ａ）～（Ｃ）；
（Ａ）２５℃における粘度が１０万ｍＰａ・ｓ以上のジメチコノール
（Ｂ）Ｎ－アシルリジン
（Ｃ）被膜形成性の有機シリコーン樹脂
を配合したことを特徴とする油性睫用化粧料、
（２）前記成分（Ａ）の配合量が０．１～５質量％、前記成分（Ｂ）の配合量が０．１～
５質量％及び前記成分（Ｃ）の配合量が１０～２５質量％であることを特徴とする（１）
に記載の油性睫用化粧料、
（３）前記成分（Ｃ）と化粧料中の全油溶性樹脂成分との配合質量比（Ｃ）／（全油溶性
樹脂成分）が０．５～１であることを特徴とする（１）又は（２）に記載の油性睫用化粧
料に関するものである。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明の油性睫用化粧料は、塗布時の滑らかさに優れ、ボリューム効果、ツヤ感、化粧
持ちに優れるものである。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、本発明を詳細に説明する。
　本発明に使用される成分（Ａ）のジメチコノールは、両末端が水酸基により変性されて
いて架橋構造を持たないガム状の高重合ジメチコンである。水酸基の無い高重合ジメチコ
ンに比べて睫への付着性が良く、さらに変性部位が両末端であることにより、シリコーン
化合物特有の滑らかな使用感を効果的に得ることができる成分である。また、２５℃にお
ける粘度が１０万ｍＰａ・ｓ以上を示すものであれば、十分に効果を発揮するが、５０万
ｍＰａ・ｓ～３０００万ｍＰａ・ｓの範囲が好ましく、特に１００万ｍＰａ・ｓ～２００
０万ｍＰａ・ｓの範囲が好ましい。
【００１１】
　なお、成分（Ａ）の粘度は、以下のように算出することができる。
１ｇ／１００ｍＬ濃度のジメチコノールのトルエン溶液を作製し、下記式（１）により比
粘度ηｓｐ（２５℃）を求める。次に下記式（２）に示すＨｕｇｇｉｎｓの関係式に代入
し、固有粘度〔η〕を求める。さらに〔η〕を下記式（３）に示すＡ．Ｋｏｌｏｒｌｏｖ
の式に代入し、分子量Ｍを求める。最後に、Ｍを下記式（４）に示すＡ．Ｊ．Ｂａｒｒｙ
の式に代入し、ジメチコノールの粘度ηを求める。
　ηｓｐ＝（η／η０）－１　　（１）
（但し、η０：トルエンの粘度、η：溶液の粘度は、化粧品原料基準一般試験法粘度測定
法第１法に準拠して測定したものである。）
　ηｓｐ＝〔η〕＋Ｋ’〔η〕2　　（２）
（但し、Ｋ’：Ｈｕｇｇｉｎｓ定数は、中牟田、日化、７７　５８８［１９５６］に記載
のものを用いる。）
　〔η〕＝０．２１５×１０-4Ｍ0.65　　（３）
　ｌｏｇη＝１．００＋０．０１２３Ｍ0.5　　（４）
【００１２】
　このような成分（Ａ）の市販品としては、シリコーン油で溶解したものとして、Ｄｏｗ
　Ｃｏｒｎｉｎｇ　１５０１　Ｆｌｕｉｄ（１５％デカメチルシクロペンタシロキサン溶
液）、Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ　１５０３　Ｆｌｕｉｄ（１２％ジメチルポリシロキサン
溶液）（いずれも東レ・ダウコーニング・シリコーン(株)社製）、ＸＦ４９－Ｃ２５２０
（１５％デカメチルシクロペンタシロキサン溶液）（モメンティブ・パフォーマンス・マ
テリアルズ・ジャパン合同会社製）、炭化水素油で溶解したものとして、ＸＦ４９－Ｃ２
４９７（３５％水添ポリイソブテン溶液）、ＸＦ４９－Ｃ２０７０（２０％水添ポリイソ
ブテン溶液）（いずれもモメンティブ・パフォーマンス・マテリアルズ・ジャパン合同会
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社製）等が挙げられ、一種又は二種以上を組み合わせて用いることができる。
【００１３】
　本発明における成分（Ａ）の配合量は、特に限定はされないが、０．１～５質量％（以
下、単に「％」で示す。）の範囲が好ましく、更に０．３～３％の範囲が好ましい。この
範囲であれば、滑らかな伸び広がりに優れ、ボリューム効果、ツヤ感、化粧持ちに優れた
良好なものが得られる。
【００１４】
　本発明に使用される成分（Ｂ）Ｎ－アシルリジンは、下記一般式（１）～（３）で示さ
れるアシルリジンの粉体であり、Ｎ－アシルリジンと睫への親和性により、少量の添加で
も、化粧料の付着力を高めてボリューム効果を付与することができ、ツヤ感や化粧持ちを
損なうことがない。
【００１５】
【化１】

（式中、一般式（１）及び（２）に於いて、ＲＣＯは、炭素数８～２２の脂肪族アシル基
を示す。また、一般式（３）に於いて、Ｒ’ＣＯとＲ”ＣＯは、それぞれ炭素数１～２２
であって両者の合計が９～４４となる脂肪族アシル基を示す。）
【００１６】
　上記一般式（１）及び（２）は、例えば、リジンのα位又はε位のアミノ基を予め保護
した後、このリジンのアルカリ水溶液中に脂肪酸クロライドを滴下させることにより、選
択的にα位はε位をアシル化することにより得られる。また、一般式（３）は、例えば、
リジンのアミノ基を保護せず脂肪酸クロライドにより、アシル化することにより得られる
。アシル基の選択により、Ｎ－アシルリジンの親水性、疎水性、密着感等を調節すること
が可能である。
【００１７】
　成分（Ｂ）のＮ－アシルリジンとしては、例えば、Ｎα－ヘキサノイルリジン、Ｎα－
オレイルリジン、Ｎα－ラウロイルリジン、Ｎα－ミリストイルリジン、Ｎα－ステアロ
イルリジン、Ｎε－ラウロイルリジン、Ｎε－ステアロイルリジン、Ｎα－Ｎε－ジラウ
ロイルリジン等が挙げられ、これらを一種又は二種以上用いることができる。
　成分（Ｂ）のＮ－アシルリジンの形状は、薄片状や板状が好ましく、平均粒径は、肌へ
の密着感の観点より、１～３０μｍが好ましい。このような成分（Ｂ）としては、アミホ
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ープＬＬ（味の素社製）として市販されているＮα－ラウロイルリジンが挙げられる。
【００１８】
　本発明における成分（Ｂ）の配合量は、特に限定はされないが、０．１～５％が好まし
く、０．５～３％が特に好ましい。この範囲で用いると、滑らかな伸び広がりや、ボリュ
ーム効果が得られ、ツヤ感に優れた化粧料が得られる。
【００１９】
　本発明に使用される成分（Ｃ）の有機シリコーン樹脂は、シリコーン油や揮発性炭化水
素油等の油剤に溶解するものであって、通常化粧料に用いられ被膜形成性を有するもので
あれば、いずれのものも使用することができるが、例えば、トリメチルシロキシケイ酸、
ポリメチルシルセスキオキサン、アクリル－シリコーングラフト共重合体、長鎖アルキル
変性アクリル－シリコーングラフト共重合体、ポリビニルピロリドン変性メチルポリシロ
キサン等が挙げられ、これらを一種又は二種以上用いることができる。
　具体的には、トリメチルシロキシケイ酸の市販品としては、シリコーン油で溶解したも
のとして、ＫＦ－７３１２Ｊ（５０％デカメチルシクロペンタシロキサン溶液）、ＫＦ-
９０２１（５０％デカメチルシクロペンタシロキサン溶液）（いずれも信越化学工業社製
）、ＳＳ４２６７（３５％ジメチルポリシロキサン溶液）（モメンティブ・パフォーマン
ス・マテリアルズ・ジャパン合同会社製）、ＢＹ１１－０１８（３０％デカメチルシクロ
ペンタシロキサン溶液）（東レ・ダウコーニング・シリコーン(株)社製）等が挙げられる
。また、アクリル－シリコーングラフト共重合体は、分子鎖の片末端にラジカル重合性基
を有するオルガノポリシロキサン化合物と、アクリレート及び／又はメタクリレートを主
体とするラジカル重合性モノマーとのラジカル共重合体で、市販品は、溶剤に溶解したも
のとして、ＫＰ５４１（６０％イソプロパノール溶液）、ＫＰ５４５（３０％デカメチル
シクロペンタシロキサン溶液）、ＫＰ５７５（３０％デカメチルシクロペンタシロキサン
溶液）（いずれも信越化学工業社製）等が挙げられる。
【００２０】
　本発明における成分（Ｃ）の配合量は、特に限定されないが、固形分として１０～３０
％が好ましく、特に１５～２５％が好ましい。この範囲であれば、睫用化粧料が本来持つ
カール効果、ロング効果、化粧持ち効果等を損なうことなく、ボリューム効果やツヤ感に
優れるものとなる。
【００２１】
　また、本発明の油性睫用化粧料は、成分（Ｃ）の有機シリコーン樹脂以外にも、必要に
応じて他の油溶性樹脂を配合することができるが、成分（Ｃ）と化粧料中の全油溶性樹脂
成分との配合質量比（Ｃ）／（全油溶性樹脂成分）は、０．５～１が好ましく、更に０．
８～１がより好ましい。ここでいう他の油溶性樹脂とは、化粧品で使用できるものであれ
ば特に限定されないが、成分（Ｃ）以外の、キャンデリラレジン、ロジン酸ペンタエリス
リトール等のテルペン系樹脂、ポリビニルイソブチルエーテル等の炭化水素系樹脂などが
挙げられる。全油溶性樹脂成分中の有機シリコーン樹脂比率を高くすることで、より滑ら
かな伸び広がりの使用感が得られ、この範囲を外れると、高いボリューム効果を得ること
はできるが、滑らかな伸び広がりの点で著しく劣ってしまう場合がある。
【００２２】
　本発明の油性睫用化粧料には、上記の構成成分に加え、本発明の効果を損なわない範囲
で、必要に応じて、成分（Ａ）及び（Ｃ）以外の油性成分、成分（Ｂ）以外の粉体成分、
繊維、界面活性剤、紫外線吸収剤、保湿剤、酸化防止剤、美容成分、防腐剤、褪色防止剤
、香料などの、通常化粧料に使用される各種成分を配合することができる。
【００２３】
　油性成分としては、必須成分（Ａ）、（Ｃ）以外に、動物油、植物油、合成油等の起源
、及び固形油、半固形油、液体油等の性状を問わず、揮発性油剤、炭化水素類、油脂類、
ロウ類、硬化油類、エステル油類、脂肪酸類、高級アルコール類、シリコーン油類、フッ
素系油類、ラノリン誘導体類、油性ゲル化剤類、油溶性樹脂類等が挙げられる。このうち
揮発性油剤は、油性睫用化粧料の溶媒として用いられ、具体的には、軽質流動イソパラフ
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ィン、イソドデカン等の炭化水素油、デカメチルシクロペンタシロキサン、オクタメチル
シクロテトラシロキサン、低重合度ジメチルポリシロキサン、メチルトリメチコン等のシ
リコーン油等を挙げることができる。他の油性成分は、流動パラフィン、スクワラン、ワ
セリン、ポリブテン、水素添加ポリイソブテン、パラフィンワックス、セレシンワックス
、マイクロクリスタリンワックス、ポリエチレンワックス、エチレン・プロピレンコポリ
マー、モンタンワックス、フィッシャートロプシュワックス等の炭化水素類、モクロウ、
オリーブ油、ヒマシ油、ミンク油、マカデミアンナッツ油等の油脂類、ミツロウ、カルナ
ウバワックス、キャンデリラワックス、ゲイロウ等のロウ類、セチルイソオクタネート、
ミリスチン酸イソプロピル、パルミチン酸イソプロピル、ミリスチン酸オクチルドデシル
、トリオクタン酸グリセリル、ジオクタン酸ネオペンチルグリコール、コレステロール脂
肪酸エステル、Ｎ－ラウロイル－Ｌ－グルタミン酸ジ（コレステリル・ベヘニル・オクチ
ルドデシル）、ホホバ油等のエステル類、ステアリン酸、ラウリン酸、ミリスチン酸、ベ
ヘン酸、イソステアリン酸、オレイン酸等の脂肪酸類、ステアリルアルコール、セチルア
ルコール、ラウリルアルコール、オレイルアルコール、イソステアリルアルコール、ベヘ
ニルアルコール等の高級アルコール類、高重合度ジメチルポリシロキサン、メチルフェニ
ルポリシロキサン、部分架橋型オルガノポリシロキサン、フッ素変性ポリシロキサン等の
シリコーン類、パーフルオロデカン、パーフルオロオクタン、パーフルオロポリシロキサ
ン等のフッ素系油剤類、ラノリン、酢酸ラノリン、ラノリン脂肪酸イソプロピル、ラノリ
ンアルコール等のラノリン誘導体類、デキストリン脂肪酸エステル、蔗糖脂肪酸エステル
、１２－ヒドロキシステアリン酸、デンプン脂肪酸エステル、イソステアリン酸アルミニ
ウム、ステアリン酸カルシウム等の油性ゲル化剤類等が挙げられる。
【００２４】
　粉体成分としては、必須成分（Ｂ）以外に、球状、板状、針状等の形状、煙霧状、微粒
子、顔料級等の粒子径、多孔質、無孔質等の粒子構造等により特に限定されず、無機粉体
類、光輝性粉体類、有機粉体類、色素粉体類、金属粉体類、複合粉体類等が挙げられる。
具体的に例示すれば、酸化チタン、酸化亜鉛、酸化セリウム、硫酸バリウム等の白色無機
顔料、黄酸化鉄、ベンガラ、酸化クロム、水酸化クロム、紺青、群青等の有色無機顔料、
白雲母、金雲母、紅雲母、黒雲母、合成雲母、絹雲母（セリサイト）、合成セリサイト、
カオリン、炭化珪素、ベントナイト、スメクタイト、酸化ケイ素、酸化アルミニウム、酸
化マグネシウム、酸化ジルコニウム、酸化アンチモン、珪ソウ土、ケイ酸アルミニウム、
メタケイ酸アルミニウムマグネシウム、ケイ酸カルシウム、ケイ酸バリウム、ケイ酸マグ
ネシウム、炭酸カルシウム、炭酸マグネシウム、ヒドロキシアパタイト、窒化ホウ素等の
白色体質粉体、酸化チタン被覆雲母、酸化チタン被覆オキシ塩化ビスマス、酸化チタン被
覆合成金雲母、ガラス末、酸化チタン被覆ガラス末、酸化鉄被覆ガラス末、ベンガラ被覆
雲母チタン、コンジョウ被覆雲母チタン、カルミン被覆雲母チタン、カルミン・コンジョ
ウ被覆雲母チタン、酸化クロム被覆雲母チタン、オキシ塩化ビスマス、魚鱗箔、酸化鉄被
覆雲母、有機顔料被覆雲母チタン、多層被覆雲母チタン、ケイ酸・酸化チタン被覆雲母、
ベンガラ被覆無水ケイ酸、酸化チタン被覆無水ケイ酸、酸化チタン被覆酸化アルミニウム
等のパール剤やポリエチレンテレフタレート・アルミニウム・エポキシ積層末、ポリエチ
レンテレフタレート・ポリオレフィン積層フィルム末、ポリエチレンテレフタレート・ポ
リメチルメタクリレート積層フィルム末等のラメ剤の光輝性粉体、ポリアミド系樹脂、ポ
リエチレン系樹脂、ポリアクリル系樹脂、ポリエステル系樹脂、フッ素系樹脂、セルロー
ス系樹脂、ポリスチレン系樹脂、スチレン－アクリル共重合樹脂等のコポリマー樹脂、ポ
リプロピレン系樹脂、シリコーン樹脂、ウレタン樹脂等の有機高分子樹脂粉体、ステアリ
ン酸亜鉛等の有機低分子性粉体、澱粉、シルク粉末、セルロース粉末等の天然有機粉体、
赤色２０１号、赤色２０２号、赤色２０５号、赤色２２６号、赤色２２８号、橙色２０３
号、橙色２０４号、青色４０４号、黄色４０１号等の有機色素粉体、赤色３号、赤色１０
４号、赤色１０６号、橙色２０５号、黄色４号、黄色５号、緑色３号、青色１号等のジル
コニウム、バリウム又はアルミニウムレーキ等の有機顔料粉体あるいは更にアルミニウム
粉、金粉、銀粉等の金属粉体、微粒子酸化チタン被覆雲母チタン、微粒子酸化亜鉛被覆雲
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母チタン、硫酸バリウム被覆雲母チタン、酸化チタン含有二酸化珪素、酸化亜鉛含有二酸
化珪素等の複合粉体、等が挙げられ、これら粉体はその一種又は二種以上を用いることが
でき、更に複合化したものを用いても良い。尚、これら粉体は、フッ素系化合物、シリコ
ーン系化合物、金属石鹸、レシチン、水素添加レシチン、コラーゲン、炭化水素、高級脂
肪酸、高級アルコール、エステル、ワックス、ロウ、界面活性剤等の一種又は二種以上を
用いて表面処理を施してあっても良い。
【００２５】
　繊維としては、化粧料に一般に使用されるものであれば特に制限されず、例えば、ナイ
ロン、ポリエステル、ポリプロピレン等の合成繊維、レーヨン等の人造繊維、セルロース
等の天然繊維、アセテート人絹等の半合成繊維等、またはこれらを複合した繊維が挙げら
れる。長さは特に制限されないが、一般的には、０．１～１０ｍｍが好ましく、０．３～
７ｍｍが更に好ましく用いられる。太さは一般的には０．１～２０テックス（以下、単に
「Ｔ」と示す。）が好ましく、更に好ましくは０．３～１５Ｔである。これらの繊維は材
質、太さ、長さの異なる１種または２種以上を用いることができる。繊維の断面の形状は
特に限定されないが、円状、楕円状、多角形、井形、Ｔ型、Ｙ型等いずれのものも使用す
ることができる。更に、これらの繊維は、必要に応じて着色剤で着色したり、表面処理を
施したりして使用される。表面処理剤の種類としてはフッ素化合物、シリコーン油、粉体
、油剤、ゲル化剤、エマルションポリマー、界面活性剤等が挙げられる。
【００２６】
　界面活性剤としては、非イオン性界面活性剤、アニオン性界面活性剤、カチオン性界面
活性剤、両性界面活性剤等が挙げられる。非イオン界面活性剤としては、例えば、ステア
リン酸、ラウリン酸のような脂肪酸の無機及び有機塩、グリセリン脂肪酸エステル及びそ
のアルキレングリコール付加物、ポリグリセリン脂肪酸エステル及びそのアルキレングリ
コール付加物、プロピレングリコール脂肪酸エステル及びそのアルキレングリコール付加
物、ソルビタン脂肪酸エステル及びそのアルキレングリコール付加物、ソルビトールの脂
肪酸エステル及びそのアルキレングリコール付加物、ポリアルキレングリコール脂肪酸エ
ステル、蔗糖脂肪酸エステル、ポリオキシアルキレンアルキルエーテル、グリセリンアル
キルエーテル、ポリオキシエチレンアルキルフェニルエーテル、ポリオキシエチレン硬化
ヒマシ油、ラノリンのアルキレングリコール付加物、ポリオキシアルキレンアルキル共変
性オルガノポリシロキサン、ポリエーテル変性オルガノポリシロキサン等が挙げられる。
アニオン界面活性剤としては、例えば、ステアリン酸、ラウリン酸のような脂肪酸の無機
及び有機塩、アルキルベンゼン硫酸塩、アルキルスルホン酸塩、α－オレフィンスルホン
酸塩、ジアルキルスルホコハク酸塩、α－スルホン化脂肪酸塩、アシルメチルタウリン塩
、Ｎ－メチル－Ｎ－アルキルタウリン塩、ポリオキシエチレンアルキルエーテル硫酸塩、
ポリオキシエチレンアルキルフェニルエーテル硫酸塩、アルキル燐酸塩、ポリオキシエチ
レンアルキルエーテル燐酸塩、ポリオキシエチレンアルキルフェニルエーテル燐酸塩、Ｎ
－アシルアミノ酸塩、Ｎ－アシル－Ｎ－アルキルアミノ酸塩、ο－アルキル置換リンゴ酸
塩、アルキルスルホコハク酸塩等が挙げられる。カチオン界面活性剤としては、例えば、
アルキルアミン塩、ポリアミン及びアルカノールアミン脂肪酸誘導体、アルキル四級アン
モニウム塩、環式四級アンモニウム塩等が挙げられる。両性界面活性剤としては、アミノ
酸タイプやベタインタイプのカルボン酸型、硫酸エステル型、スルホン酸型、リン酸エス
テル型のものがあり、人体に対して安全とされるものが使用できる。例えば、Ｎ，Ｎ－ジ
メチル－Ｎ－アルキル－Ｎ－カルボキシルメチルアンモニウムベタイン、Ｎ，Ｎ－ジアル
キルアミノアルキレンカルボン酸、Ｎ，Ｎ，Ｎ－トリアルキル－Ｎ－スルフォアルキレン
アンモニウムベタイン、Ｎ，Ｎ－ジアルキル－Ｎ，Ｎ－ビス（ポリオキシエチレン硫酸）
アンモニウムベタイン、２－アルキル－１－ヒドロキシエチル－１－カルボキシメチルイ
ミダゾリニウムベタイン、レシチン等が挙げられる。
【００２７】
　紫外線吸収剤としては、例えばベンゾフェノン系、ＰＡＢＡ系、ケイ皮酸系、サリチル
酸系、４－ｔｅｒｔ－ブチル－４’－メトキシジベンゾイルメタン、オキシベンゾン等が
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　保湿剤としては、モイスチャー効果を付与する目的で用いる水性成分が用いられ、水及
び水に可溶な成分であり、水の他に、例えば、タンパク質、ムコ多糖、コラーゲン、エラ
スチン、ケラチン等の多糖類、プロピレングリコール、１，３－ブチレングリコール、ジ
プリピレングリコール、ポリエチレングリコール等のグリコール類、グリセリン、ジグリ
セリン、ポリグリセリン等のグリセロール類、アロエベラ、ウイッチヘーゼル、ハマメリ
ス、キュウリ、レモン、ラベンダー、ローズ等の植物抽出液が挙げられる。
　酸化防止剤としては、例えばα－トコフェロール、アスコルビン酸等が挙げられる。美
容成分としては、例えばビタミン類、消炎剤、生薬等が挙げられる。防腐剤としては、例
えばパラオキシ安息香酸エステル、フェノキシエタノール１，３－ブチレングリコール、
１，２－ペンタンジオール等が挙げられる。
【００２８】
　本発明の油性睫用化粧料としては、マスカラ、マスカラオーバーコート、マスカラ下地
等が挙げられ、より好ましくはマスカラ、マスカラオーバーコートである。また、油性成
分が連続相をなすものであればよく、その形態としては、クリーム状、ゲル状、液状等が
挙げられ、水相を含有しない非水型であっても、水相を油相中に分散または乳化した油中
水型であってもよい。
【００２９】
　本発明の睫用化粧料の製造方法は特に限定されるものではないが、例えば、成分（Ａ）
、（Ｃ）を含む油性成分と成分（Ｂ）を含む粉体を１１０℃程度で加熱混合したものを混
練後、容器に充填することにより得ることができる。
【実施例】
【００３０】
　以下に実施例を挙げて、本発明を更に詳細に説明する。尚、これらは本発明を何ら限定
するものではない。
【００３１】
実施例１～８及び比較例１～６：油性睫用化粧料（ゲル状）
　下記表１に示す処方の油性睫用化粧料を調製し、ａ．使用性（滑らかなのび広がり）ｂ
．ボリューム効果、ｃ．ツヤ感、ｄ．化粧持ちを下記の評価方法により評価した結果も併
せて表１に示す。
【００３２】
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【表１】

【００３３】
　＊１：レオパール　ＴＬ（千葉製粉社製）
　＊２：合成ワックスＰ－２００（日本ナチュラルプロダクツ社製）
　＊３：ＳＨ２００－１，０００，０００ＣＳ（東レ・ダウコーニング社製）
　＊４：ＢＥＮＴＯＮＥ　３８Ｖ　ＢＣ（エレメンティス社製）
　＊５：ハイフィラー　Ｋ－５（松村産業社製）
　＊６：アミホープＬＬ（味の素社製）
　＊７：ＰＤＭ－１０Ｌ（トピー工業社製）
　＊８：ＫＦ-９０２１（信越化学工業社製）固形分５０％
　＊９：キャンデリラ樹脂Ｅ－１（日本ナチュラルプロダクツ社製）
　＊１０：エステルガム　ＨＰ（荒川化学工業社製）
（製造方法）
Ａ．成分（１）～（５）、（１７）～（１９）を約１１０℃に加熱し、均一に混合する。
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Ｂ．Ａに（６）～（１６）を添加し、均一に混合する。
Ｃ．Ｂを容器に充填して油性睫用化粧料を得た。
【００３４】
（評価方法）
　下記の項目について、各試料について専門パネル２０名による使用テストを行った。各
試料を１回睫に塗布し、パネル各人が下記絶対評価基準にて７段階に評価し、評点をつけ
、パネル全員の評点の合計から、その平均値を算出し、下記の判定基準により判定した。
<評価項目>
　ａ．使用性（滑らかなのび広がり）
　ｂ．ボリューム効果
　ｃ．ツヤ感
　ｄ．化粧持ち
<階絶対評価基準>
（評点）：（評価）
　６　　：非常に良い
　５　　：良い
　４　　：やや良い
　３　　：普通
　２　　：やや悪い
　１　　：悪い
　０　　：非常に悪い
<判定基準>
（判定）：（評点の平均点）
　◎　　：５点を超える　　　　　　：非常に良好
　○　　：３．５点を超え５点以下　：良好
　△　　：１点を超え３．５点以下　：やや不良
　×　　：１点以下　　　　　　　　：不良
【００３５】
　表１の結果から明らかな如く、本発明の実施例１～８の油性マスカラは、比較例１～６
の油性マスカラに比べ、滑らかな伸び広がり、ボリューム効果、ツヤ感、化粧持ちの全て
において優れたものであった。
　これに対して、成分（Ａ）を含有しない比較例１では、睫に対する付着性が弱いために
ボリューム効果が著しく低下するとともにツヤ感も劣っていた。成分（Ａ）が特定の粘度
範囲にない比較例２では、ボリューム効果で劣る結果となった。成分（Ａ）の代わりに高
粘度ジメチルポリシロキサンを配合した比較例３では、睫に対する付着性が弱いためにボ
リューム効果が著しく低下し、化粧持ちも劣るものであった。
　成分（Ｂ）の代わりに従来使用しているタルクを配合した比較例４では、ボリューム効
果、ツヤ感において十分な効果を得ることができなかった。成分（Ｂ）の代わりに板状粉
体である合成金雲母を配合した比較例５でも、睫に対する付着性が弱くボリューム効果が
著しく低下するとともに化粧持ちも劣るものであった。
　成分（Ｃ）の代わりに他の油溶性樹脂を配合した比較例６は、樹脂由来の付着力により
マスカラ液が睫に付着していくものの、ベトツキが強く良好な使用性が得られなかった。
【００３６】
実施例９：油性睫用化粧料（ゲル状）
（成分）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（％）
（１）水添ロジン酸ペンタエリスリチル　＊１０　　　　　　　２
（２）トリメチルシロキシケイ酸溶液　＊１１　　　　　　　４４
（３）水添アビエチン酸グリセリル　＊１２　　　　　　　　　２
（４）カルナウバロウ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５
（５）ジメチコノール（１０００万ｍＰａ・ｓ）　　　　　　　３
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（６）パルミチン酸デキストリン　＊１　　　　　　　　　　　２
（７）軽質流動イソパラフィン　　　　　　　　　　　　　　残量
（８）有機変性ベントナイト　　　　　　　　　　　　　　　　３
（９）フッ素化合物処理雲母チタン　＊１３　　　　　　　　　５
（１０）フッ素化合物処理タルク　＊１４　　　　　　　　　１０
（１１）フッ素化合物処理酸化鉄　＊１５　　　　　　　　　　５
（１２）Ｎ－ラウロイル－Ｌ－リジン　＊５　　　　　　　　　０．５
（１３）パラオキシ安息香酸メチルエステル　　　　　　　　　０．１
（１４）フェノキシエタノール　　　　　　　　　　　　　　　０．１
（１５）精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
　＊１１：ＫＦ－７３１２Ｊ（信越化学工業社製）樹脂分５０％
　＊１２：パインクリスタル　ＫＥ－３１１（荒川化学工業社製）
　＊１３：フルオロアルキルアルコキシシラン３％処理
　＊１４：フルオロアルキルアルコキシシラン７％処理
　＊１５：フルオロアルキルアルコキシシラン５％処理
【００３７】
（製造方法）
Ａ．成分（１）～（４）を約１１０℃で加熱混合し均一にする。
Ｂ．成分（５）～（１５）をＡに加え均一に混合する。
Ｃ．Ｂを容器に充填し、油性睫用化粧料を得た。
（評価）
　以上のようにして得られた油性睫用化粧料は、滑らかなのび広がり、ボリューム効果、
ツヤ感、化粧持ちの全てにおいて優れたものであった。
【００３８】
実施例１０：油性睫用化粧料（ロングタイプ、ゲル状）
（成分）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（％）
（１）不均化ロジングリセリンエステル　＊１６　　　　　　　３
（２）水添アビエチン酸グリセリル　＊１２　　　　　　　　　１
（３）トリメチルシロキシケイ酸溶液　＊１７　　　　　　　２０
（４）ミツロウ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２
（５）ジメチコノール（２０００万ｍＰａ・ｓ）　　　　　　　３
（６）パルミチン酸デキストリン　＊１８　　　　　　　　　　１．５
（７）軽質流動イソパラフィン　　　　　　　　　　　　　　残量
（８）有機変性ベントナイト　＊４　　　　　　　　　　　　　３
（９）チタン・酸化チタン焼結物　＊１９　　　　　　　　　　５
（１０）黒酸化チタン　＊２０　　　　　　　　　　　　　　　５
（１１）Ｎ－ラウロイル－Ｌ－リジン　＊５　　　　　　　　　３
（１２）タルク　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５
（１３）着色干渉繊維　＊２１　　　　　　　　　　　　　　　１
（１４）ナイロン繊維　＊２２　　　　　　　　　　　　　　　１
（１５）パラオキシ安息香酸メチルエステル　　　　　　　　　０．１
（１６）１，３ブチレングリコール　　　　　　　　　　　　　０．２
（１７）香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
　＊１６：スーパーエステルＡ－７５（荒川化学工業社製）
　＊１７：ＳＳ４２６７（モメンティブ・パフォーマンス・マテリアルズ・ジャパン合同
会社製）樹脂分３５％
　＊１８：レオパール　ＫＬ（千葉製粉社製）
　＊１９：ＴＩＬＡＣＫ　Ｄ（赤穂化成社製）
　＊２０：チタンブラック　１２Ｓ（ジェムコ社製）
　＊２１：ポリエチレンテレフタレート、ナイロンを特開平１１－１８２９に従い、５１
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層に積層したもの、５デニール、１ｍｍ、赤色１０２号０．１％で染着
　＊２２：ナイロンファイバー　２０Ｄ－２ＭＭ（中部パイル社製）
【００３９】
（製造方法）
Ａ．成分（１）～（７）を約１１０℃で加熱混合し均一にする。
Ｂ．成分（８）～（１７）とＡを合わせ均一に混合する。
Ｃ．Ｂを容器に充填し、油性睫用化粧料（ロングタイプ）を得た。
（評価）
以上のようにして得られた油性マスカラ（ロングタイプ）は、滑らかなのび広がり、ボリ
ューム効果、ツヤ感、化粧持ちの全てにおいて優れたものであった。
【００４０】
実施例１１：油性睫用下地化粧料（ゲル状）
（成分）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（％）
（１）水添アビエチン酸グリセリル　＊１２　　　　　　　　　２
（２）アクリル－シリコーングラフト共重合体　＊２３　　　６０
（３）デカメチルシクロペンタシロキサン　　　　　　　　　残量
（４）ジメチコノール（１０万ｍＰａ・ｓ）　　　　　　　　　３
（５）ポリオキシエチレン（１０モル）硬化ヒマシ油　　　　　０．１
（６）タルク　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３
（７）Ｎ－ラウロイル－Ｌ－リジン　＊５　　　　　　　　　　５
（８）酸化チタン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
（９）炭酸カルシウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
　＊２３：ＫＰ５４５（信越化学工業社製）樹脂分３０％
【００４１】
（製造方法）
Ａ．成分（１）～（９）を約１００℃で均一に混合する。
Ｂ．Ａを容器に充填し、油性睫用下地化粧料を得た。
（評価）
　以上のようにして得られた油性睫用下地化粧料は、滑らかなのび広がり、ボリューム効
果、ツヤ感、化粧持ちの全てにおいて優れたものであった。
【００４２】
実施例１２：マスカラオーバーコート（液状）
（成分）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（％）
（１）ポリイソブチレン（分子量１０万）　　　　　　　　　　２
（２）ロジン酸ペンタエリスリトール　＊９　　　　　　　　　１
（３）トリメチルシロキシケイ酸溶液　＊１１　　　　　　　３８
（４）ジメチコノール（１００万ｍＰａ・ｓ）　　　　　　　　３
（５）軽質流動イソパラフィン　　　　　　　　　　　　　　残量
（６）（パルミチン酸／オクタン酸）デキストリン　＊２４　　５
（７）Ｎ－ラウロイル－Ｌ－リジン　＊５　　　　　　　　　　２
（８）フッ素化合物処理酸化チタン被覆ガラス末　＊２５　　１０
（９）水添ポリデセン　＊２６　　　　　　　　　　　　　　　１
（１０）酢酸ビニル・ビニルピロリドン共重合体　　　　　　　　０．１
（１１）パラオキシ安息香酸メチルエステル　　　　　　　　　０．２
（１２）香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
（１３）ポリエチレンテレフタレート・
　　　　　　　　アルミニウム・エポキシ積層末　　　　　　　５
（１４）ポリエチレンテレフタレート・
　　　　　　　　ポリメチルメタクリレート積層フィルム末　　３
　＊２４：レオパール　ＴＴ（千葉製粉社製）
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　＊２５：フルオロアルキルアルコキシシラン３％処理
　＊２６：Ｓｉｌｋｆｌｏ　３６４ＮＦ　Ｐｏｌｙｄｅｃｅｎｅ（Ｌｉｐｏ　Ｃｈｅｍｉ
ｃａｌｓ社製）
【００４３】
（製造方法）
Ａ．成分（１）～（１２）を約１００℃で均一に混合する。
Ｂ．Ａに成分（１３）～（１４）を均一に混合する。
Ｃ．Ｂを容器に充填し、マスカラオーバーコートを得た。
（評価）
　以上のようにして得られたマスカラオーバーコートは、滑らかなのび広がり、ボリュー
ム効果、ツヤ感、化粧持ちの全てにおいて優れたものであった。
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